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令和５年度第２回奈良県公立大学法人奈良県立医科大学評価委員会議事概要 

 

開催日時 令和５年８月１０日（木）１３：３０～１５：３０ 

開催場所 奈良県経済倶楽部経済会館 ５階 大会議室 

出席者 

   （委員）垣内委員長、竹田委員、任委員、町田委員、松村委員 

   （法人）上野課長、吉田課長補佐        その他医科大学職員 

   （事務局）長尾病院マネジメント課長、中川課長補佐 

その他病院マネジメント課職員 

 

議 題 

令和４年度の業務の実績及び第３期中期目標期間の終了時に見込まれる業務の実績に関

する評価結果について 

以下の議事内容については、（１）「令和４年度における業務の実績に関する評価結果に

ついて」、（２）「第３期中期目標期間の終了時に見込まれる業務の実績に関する評価結果

について」に分けて記載。 

  

公開・非公開の別 

   公開（傍聴者０人、報道関係者 ０人） 

    

議事内容 

・事務局より「参考資料１・２」に基づき、令和４年度及び第３期中期目標期間の終了時

に見込まれる業務の達成状況に関する委員評価の状況について説明 

・事務局より「資料１」に基づき、評価結果（案）について説明 

 

（１）令和４年度における業務の実績に関する評価結果について 

項目別評価及び価値目標項目別評価について 

Ⅰ 地域貢献〈教育〉については各委員意見なし 

 

Ⅰ 地域貢献〈研究〉については各委員意見なし 

 

Ⅰ 地域貢献〈診療〉については各委員意見なし 

 

Ⅱ 教育については各委員意見なし 

 

Ⅲ 研究について各委員意見なし 



 2 / 3 

 

 

Ⅳ 診療について 

［町田委員］ 

結果としてはこの評価でよかったと思う。認定看護師の増加が進んでいないが、特定

行為研修でカバーされているので、肯定的に見ても良いと考える。 

Ⅴ 法人運営について各委員意見なし 

 

全体評価について 

［松村委員］ 

 ６ページの令和４年度の業務実績の評定表を見ると、Ⅱ.教育の評価のみⅢであり、

教育だけが悪目立ちして見える。全体的な基準でみると、奈良県立医科大学は非常に

良く取り組んでおられる。決して教育だけが劣っているというわけではないので、そ

れがわかるような表現をしていただきたい。 

 ［垣内委員長］ 

知事に報告する際は、記載方法を検討する。 

［松村委員］ 

 医師・看護師・保健師・助産師の現役卒業生の国家試験合格率が、医師については

国公立大学３位、看護師・保健師・助産師については 100％ということは非常に素晴ら

しいことだ。そういったことを知事にお伝えいただきたい。 

［垣内委員長］ 

知事に報告する書類を作成する際は、そういったことを強調させていただく。 

 

（２）第３期中期目標期間の終了時に見込まれる業務の実績に関する評価結果について 

項目別評価及び価値目標項目別評価について 

Ⅰ 地域貢献〈教育〉については各委員意見なし 

 

Ⅰ 地域貢献〈研究〉については各委員意見なし 

 

Ⅰ 地域貢献〈診療〉について 

［松村委員］ 

  価値目標の「7.各領域の担い手となる医療人の育成」について実現目標が「臨床研究中

核病院の承認を得ること」になっていることから、結果として C評価になっているが、

臨床研究の支援体制整備という面では、きっちり取り組まれている。次期計画では、

この体制整備などを活かせるような計画を策定していただきたい。 

 

Ⅱ 教育については各委員意見なし 
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Ⅲ 研究について各委員意見なし 

 

Ⅳ 診療について各委員意見なし 

 

Ⅴ 法人運営について各委員意見なし 

 

全体評価について 

 

［松村委員］ 

   価値目標の「7.各領域の担い手となる医療人の育成」について、実現目標「臨床研究

中核病院の承認を得ること」とタイトルの地域貢献〈診療〉がアンバランスで、違和

感がある。その目標によって評価が下がっているだけで、奈良県立医科大学の診療に

おける地域貢献が劣っているわけではないため、知事に報告する際は表現に工夫が必

要と考える。 

 

［垣内委員長］ 

   よりよく説明できるよう工夫する。 

 


